
e 科目区分 専門分野 履修学年 1 年後期 単位数 1 時間数 30 

科目名 地域・在宅看護概論 担当教員 専任教員・非常勤講師 

使用 

テキスト 

１） メディカ出版 在宅看護論 ①地域療養を支えるケア 

２） メディカ出版 在宅看護論 ②在宅療養を支える技術 

 

テキスト

以外の教

材・参考書

等  

１) 厚生労働統計協会 図説 国民衛生の動向 一般社団法人 

２) 医学書院 専門分野 基礎 地域・在宅看護論 地域・在宅看護の基盤 

３) 医学書院 専門分野 基礎 地域・在宅看護論 地域・在宅看護の実際 

授業の概要及び到達目標 

 

授業の概要 

在宅看護の特徴を学び、在宅看護における看護の機能と役割を理解する。また、多職種連携に携わ

る専門家により、地域包括ケアシステムをイメージでき、多職種連携・協働を支える制度と社会の活

用方法の理解をする。 

 

 

到達目標 

１．在宅看護の目的と特徴を理解する。 

２．在宅看護の対象者を理解する。 

３．在宅看護が必要とされる背景と根拠を理解する。 

４．在宅看護の制度を理解する。 

５．在宅看護における権利保障を理解する。 

６．地域で療養する人を支える通院支援、継続看護の重要性を理解する。 

７．在宅ケアにおける多職種の連携・協働の意義を理解し、活動の実際を知る。 

 

 

 

評価方法 筆記試験 

出席 

レポート 

 

備考 関連科目：人間関係論,関係法規,社会福祉,社会保障,専門分野 

 

 

 

 

 

 



回数 授業計画 学習内容 備考 

1 在宅看護の概念 小幡 

2 在宅看護の対象 竹下 

3 家族への支援 竹下 

4 地域包括ケアシステムにおける在宅看護 小幡 

5 

・ 

6 

地域療養を支える制度とシステム（地域包括ケアシステムのしくみ） 

地域の特性、在宅ケアシステム、地域包括支援センターの活動、 

 病院から在宅へ                 ※ 2 コマ  

地域包括支援センター 

非常勤講師 

7 

・ 

8 

訪問看護の実際 

訪問看護ステーションのしくみ、訪問看護制度、訪問看護の展開、

訪問看護サービスの提供、サービスの特徴    ※ 2 コマ                     

非常勤講師 

 

 

9 

 

・ 

在宅を支える制度とシステム 

  ・介護保険制度  

※１コマ 

-----------------------------------------------------------  

・ケアマネージャーの役割と活動        

  ・ケアマネジメントの定義・構成要素、 

・福祉用具                   ※１コマ 

非常勤講師 

 

 

-----------------------        

非常勤講師  

10 

 

 

 

11 

療養者を抱える家族への影響 

   ・認知症療養者を抱える家族   

  ・難病療養者を抱える家族            ※１コマ                                    

非常勤講師 

 

 

    

 

 12 

療養者を抱える家族への影響 

   ・認知症療養者を抱える家族   

   ・難病療養者を抱える家族     グループワーク 

小幡 

 

 

 

13 

 

 

療養者を抱える家族への影響  

  ・介護負担が引き起こす問題 

  ・高齢者虐待                            ※1コマ                                               

非常勤講師  

       

               

  

14 

療養者を抱える家族への影響 

  ・介護負担が引き起こす問題  

  ・高齢者虐待           グループワーク 

小幡 

15 終講試験  まとめ解説 小幡 

 

 


